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係
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心
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キ
ー

ワ
ー
ド
に
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で
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な
い
！
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わ
か
ら
な

い
！
」の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
く
自
閉
症
の
心

と
発
達
、教
育
と
子
育
て
を
考
え
る
。読
め

ば
自
閉
症
児
の
見
え
方
が
変
わ
る
。
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高齢者要求実現・座りこみ宣言
（2011年12月15日〜17日）

厚生労働省前　全国老地連・都老協　座りこみ団

わ
た
し
た
ち
は
座
り
こ
む
。

も
う
我
慢
な
ら
な
い
と
座
り
こ
む
。

年
よ
り
は
早
く
死
ね
よ
が
し
の
悪
政
に
立
ち
向
か
っ
て

人
間
の
尊
厳
と
権
利
を
守
れ
と
座
り
こ
む
。

だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
老
後
を
願
っ
て
座
り
こ
む
。

無
年
金
者
を
な
く
し

年
金
と
生
活
保
護
の
改
悪
は
や
め
ろ
！

必
要
な
人
に
充
分
な
医
療
と
介
護
を
保
障
し
ろ
！

働
き
た
い
者
に
は
希
望
す
る
仕
事
を
斡
旋
し
ろ
！

孤
立
を
な
く
し
連
帯
で
き
る
福
祉
を
拡
充
し
ろ
！

農
業
・
漁
業
を
支
え
る
人
た
ち
の
く
ら
し
を
守
れ
！

安
く
て
住
み
心
地
の
い
い
住
ま
い
を
公
的
に
つ
く
れ
！

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
補
償
を
急
げ
！

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
あ
げ
ろ
！

放
射
能
汚
染
は
根
こ
そ
ぎ
清
浄
化
し
ろ
！

使
用
済
核
燃
料
と
事
故
の
暴
走
を
処
理
で
き
な
い

原
発
は
な
く
せ
！

財
界
と
金
融
資
本
は
内
部
留
保
金
を
吐
き
だ
せ
！

消
費
税
は
や
め
ろ
！　

国
民
へ
の
増
税
は
す
る
な
！

対
米
従
属
の
安
保
条
約
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
や
め
ろ
！

子
や
孫
や
若
い
人
た
ち
が
希
望
に
輝
き
な
が
ら

と
も
に
平
和
と
長
生
き
を
喜
び
あ
え
る
日
を
信
じ
て
。



　全国老後保障地域団体連絡会（老地連）が結成されて37周年になります。老地連と東京都老
後保障推進協会（都老協）は昨年12月15日より48時間、座りこみに入りました。要求を掲げ
た横断幕は通行人の目を引きます。チラシを配りながら署名を呼びかけます。16時に厚労省
に要望書を届け、座りこみを続けました。栃木から駆けつけた若者が夜の座りこみに参加。東
京都生活と健康を守る会（都生連）荒川からも３人、夜の座りこみに参加。寒風の吹く夜でした。
原発で長期の座りこみをしている人が差し入れと激励に駆けつけてくれました。

昼

夜



　２日目の10時に、都生連、生存権裁判の原告である鈴木カヅエさんと吉田喜美さんら仲間
７人が揃いました。原告が、なぜ生存権裁判をやっているのかを訴えました。太陽が沈むころ
に、また栃木の若者が徹夜組に入ってくれました。タイ焼きの差し入れなどで体も心も温まり
ます。



　12月17日は土曜日でした。官公庁は静かです。日比谷公園ではウオーキング大会に参加す
る家族連れが通ります。午前中で座りこみは終了。この３日間、座りこみに参加してくれた団
体は20団体以上、参加者は100名以上です。今回は全国生活と健康を守る会（全生連）、都生
連も参加し、これからも共闘を組んで運動を進めていこうと確認しました。82歳の坂本光治
さん（写真丸囲み内）も３日間参加。その奮闘を称えたいと思います。�（写真・文　高橋陽子）
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国際結婚問題の現状と課題
─外国人妻の
地域コミュニティにおける共生─

NPO法人笑顔のお手伝い　理事長　千
ち ば

葉義
よしのぶ

信さん

「
あ
ん
だ
は
何い

つ時
ま
で
居
ん
の
？　

ど
う
せ
そ
の
う
ち
、
居
な
く
な
ん
だ
べ
！
」

外
国
人
妻
た
ち
が
嫁
い
で
く
る
と
、
地
域
で
こ
う
囁さ
さ
やか

れ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
自
分
の
幸
せ

を
求
め
て
、
故
郷
を
捨
て
て
日
本
で
生
き
て
い
こ
う
と
覚
悟
を
持
っ
て
来
日
し
ま
し
た
。
嫁
ぎ
先
の
大
部

分
は
嫁
不
足
に
悩
む
農
漁
村
部
で
し
た
。
そ
こ
に
は
彼
女
た
ち
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
温
か
さ
は
あ
っ

た
も
の
の
、
外
国
人
妻
を
異
質
な
も
の
と
し
て
み
る
閉
鎖
的
な
側
面
も
根
強
く
、
彼
女
た
ち
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き
ず
、
孤
立
し
が
ち
に
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
詐
欺
や
子
ど

も
の
連
れ
去
り
な
ど
、
一
部
の
人
間
や
不
徳
の
斡
旋
業
者
と
同
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笑
顔
の
お
手
伝
い
は
、
こ
の
国
際
結
婚
問
題
に
か
ら
む
離
婚
問
題
や
訴
訟
、
さ
ら
に

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
ま
も
な
く
、
私
た
ち
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸
部
を
中
心
に
、「
仙
台
キ
リ
ス

ト
教
連
合
被
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
東
北
ヘ
ル
プ
）
お
よ
び
「
外
登
法
問
題
と
取
り
組
む
全
国
キ
リ
ス

ト
教
連
絡
協
議
会
」（
外
キ
教
）
と
と
も
に
外
国
人
被
災
者
の
状
況
調
査
と
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
の
五
県
に
は
、
九
万
一
一
四
七
人
の
在
日
外
国
人
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
宮
城
県
で
は
、
震
災
前
の
一
万
六
〇
五
七
人
の
う
ち
約
一
五
〇
〇
人
が
帰
国
し
た
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
第
二
の
都
市
・
石
巻
市
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
八
日
の
時
点
で
、
震
災
前

の
約
七
五
〇
人
の
外
国
人
の
う
ち
、
震
災
で
帰
国
し
た
の
は
約
二
〇
〇
人
、
そ
の
大
部
分
は
水
産
加
工
場

等
で
働
く
研
修
生
で
す
。
し
か
し
、
外
国
人
妻
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
留
ま
り
、
困
難
と
立
ち
向
か
っ
て
い

る
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
石
巻
市
に
お
け
る
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
は
市
と
協
議
中
で
す
が
、

行
政
と
連
携
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
支
援
を
実
施
す
る
方
向
で
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
仮
設
住
宅
を
精
力
的
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町
に
は
一

一
七
人
の
外
国
人
（
う
ち
外
国
人
妻
は
一
六
人
、
永
住
者
は
四
三
人
）
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ちば　よしのぶ
1958年、宮城県生まれ。大学卒業後25年間、旅行会社に勤務。
海外渡航歴は200回以上、50か国以上。2004年より宮城県の財
団法人で国際交流・国際結婚問題に従事し、海外移住者問題・
後継者問題に取り組む。2006年の市町村合併による事業廃止に
伴い、人権問題に取り組む各宗教法人の協力を得て、活動を開
始。2010年5月、NPO法人笑顔のお手伝いを設立。現在、外国
人被災者の調査・支援活動や国際結婚、移住者問題に取り組ん
でいる。

庁
舎
を
含
め
て
行
政
機
能
が
こ
と
ご
と
く
津
波
で
流
さ
れ
、
大
勢
の
職
員
が
殉
職
し
、
現
在
の
町
役
場
は

仮
設
プ
レ
ハ
ブ
で
す
。
被
災
者
の
住
む
仮
設
住
宅
（
六
〇
か
所
、
う
ち
二
か
所
は
隣
の
登と

め米
市
内
）
も
プ
レ

ハ
ブ
で
す
が
、
宮
城
県
の
大
部
分
の
仮
設
住
宅
で
断
熱
材
が
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
対
策
に

追
わ
れ
て
、
行
政
は
仮
設
住
宅
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
は
仮
設
住
宅
を
個
別
に
訪
問
し
、
支
援
米
（
東
北
ヘ
ル
プ
が
実
施
す
る
「
希
望
の
お

米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
を
届
け
な
が
ら
、
外
国
人
妻
た
ち
の
生
活
実
態
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

中
国
人
の
Ｃ
さ
ん
は
、
津
波
で
最
愛
の
日
本
人
夫
を
亡
く
し
、
自
宅
も
流
さ
れ
、
残
さ
れ
た
の
は
彼
女

と
子
ど
も
二
人
（
小
学
三
年
生
と
六
年
生
）
だ
け
で
し
た
。
多
く
の
中
国
人
女
性
が
一
時
帰
国
す
る
中
、

彼
女
は
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
日
本
に
残
り
、
仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
夫
は
生
命
保
険
等
に
も
入
っ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
さ
ん
は
民
宿
で
一
日
五
時
間
の
パ
ー
ト
勤
め
を
し
て
い

ま
す
が
、
生
活
費
が
ま
っ
た
く
足
り
ず
、
生
活
は
困
窮
を
極
め
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
制
度
や
育
英
資
金

等
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
彼
女
は
そ
ん
な
制
度
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
Ｓ
さ
ん
は
、
津
波
で
家
を
失
い
、
日
本
人
夫
も
大
ケ
ガ
を
し
て
働
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
仮
設
住

宅
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
町
に
は
雇
用
が
少
な
く
、
外
国
人
で
あ
る
た
め
に
職
に
就
け
な
い
で
い
ま

し
た
。
結
局
、
三
歳
の
子
ど
も
を
連
れ
て
他
県
へ
出
稼
ぎ
に
い
き
、
二
週
間
に
一
度
、
仮
設
住
宅
に
戻
る

と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
逆
に
、
仮
設
住
宅
に
住
む
外
国
人
妻
た
ち
で
、
今
回
の
震
災
で
地
域
の

人
た
ち
と
絆
が
深
ま
っ
た
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

宮
城
県
で
は
二
〇
〇
七
年
七
月
に
「
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
生
活
面
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
外
国
人
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
が
不
足
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
地
域
で
あ
り
、
私
た
ち
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
心
の
共
生
と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
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二
〇
一
〇
年
の
入
所
受
刑
者
二
万
七
〇
七
九

人
。
そ
の
う
ち
、高
齢
入
所
者
（
六
五
歳
以
上
）

は
、
二
〇
一
四
人
で
し
た
。
高
齢
の
入
所
受
刑

者
人
員
は
最
近
二
〇
年
間
、
初
入
者
・
再
入
者

と
も
に
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま

た
、
入
所
受
刑
者
全
体
と
比
べ
て
そ
の
増
加
傾

向
は
著
し
く
、
再
入
者
の
割
合
が
高
い
。
高
齢
者
の
保
護
観
察
開
始
人
員
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

の
仮
釈
放
率
（
二
〇
一
〇
年
は
二
八
・
三
％
）
は
、
出
所
受
刑
者
全
体
の
仮
釈
放
率
（
同
四
九
・
一
％
）
と
比
べ

て
低
い
。
高
齢
者
で
は
、
引
受
人
が
い
な
い
な
ど
、
釈
放
後
の
帰
住
先
が
確
保
で
き
な
い
者
が
多
い
こ
と
な
ど
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
（「
平
成
二
三
年
度
犯
罪
白
書
あ
ら
ま
し
」
よ
り
）。
特
集
最
初
の
「
神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
」

の
青
木
し
げ
ゆ
き
さ
ん
の
話
は
、
執
行
猶
予
で
拘
置
所
か
ら
社
会
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題

で
、
居
場
所
や
生
活
基
盤
が
整
っ
て
い
れ
ば
再
犯
の
可
能
性
が
少
な
く
な
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
七
月
一
五
日
に
施
行
さ
れ
た
「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
制
度
」
の
監
察
指
導
を
行
う
た
め
に
設

置
さ
れ
た
「
社
会
復
帰
調
整
官
」
に
つ
い
て
も
、
大
阪
保
護
観
察
所
の
社
会
復
帰
調
整
官
室
に
取
材
を
行
い
、
今

特集

生
活
基
盤
の
整
備
が
再
犯
を
防
ぐ

　

（
更
生
と
福
祉
）


